
（様式－１ 表紙）

１ 調査名称： 笠岡市都市計画道路網見直し調査業務

２ 調査主体：笠岡市

３ 調査圏域：笠岡都市圏

４ 調査期間：平成２１年度

５ 調査概要：笠岡市の既決定都市計画道路について多様な観点から評価を行い、

計画の存続、廃止を検討することで、新たな都市計画道路網の素案

を作成したものである。



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要

１ 調査名 ： 笠岡市都市計画道路網見直し調査業務

２ 報告書目次

第１章 都市計画道路と見直しの必要性について

1.1 都市計画道路とは

1.2 笠岡市都市計画道路の現状

1.3 都市計画道路検証の必要性

1.4 検討の考え方

1.5 検討に用いた資料

第２章 見直しにあたっての現状と課題

2.1 社会経済状況

2.2 土地利用状況

2.3 上位計画の整理

第３章 見直し検討路線の選定

3.1 選定条件の整理

3.2 見直し検討路線選定結果

3.3 評価カルテ①：見直し検討路線の選定

第４章 将来交通需要からみた評価

4.1 将来交通量推計

4.2 将来交通需要からみた必要車線数の検討

第５章 まちづくりからみた評価

5.1 評価項目の整理

5.2 評価基準の設定

5.3 事業妥当性の評価項目

5.4 各路線の評価(チェックシート：見直し評価指標)

第６章 見直し検討路線の評価1

第７章 見直し案の作成

7.1 見直し案の検討



7.2 評価カルテ③：見直し路線の変更・評価

7.3 ネットワークの妥当性の検証

第８章 都市計画道路網見直し素案の作成



（様式－２ｂ 調査概要）

３ 調査体制

特記事項無し

４ 委員会名簿等：

特記事項無し



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果

１ 調査目的

本市の都市計画道路は、その多くを昭和４０年代に決定しているが、近年の

社会情勢の変化等により都市計画道路の考え方も変化しており次のような課題

が生じている。

1) 建築制限の長期化

都市計画決定されたものの、長期間未着手となっている区間では、都市計

画法第５３条第１項による建築制限が長期化しており、地権者の生活設計の

立て方や土地の有効利用へ影響を及ぼしている。

2) 法令改訂への対応

道路構造令（道路の技術的指針）が改訂され、歩行者自転車空間の幅員構

成等が変更されている。

3) ネットワークの変化

当初決定された道路網が市街地の高度成長を前提としたものであったこと、

その後必要に応じて地域高規格道路等の新たな都市計画道路が決定され、そ

の整備が優先されたこと、道路網が形成された後に行われた笠岡湾の埋立に

より、新たな道路が整備されたこと等からネットワークとしての道路の必要

性が変化している。

4) 自然環境や景観の重視、防災への対応

自然環境や景観へ配慮したまちづくり、歴史や文化を保全し個性あるまち

づくり等まちづくりへの考え方そのものが変化してきているとともに、防災

への配慮も求められている。

5) 効率的な整備の推進

限られた財源の中で整備を進めていくために、事業に対する費用と効果を

把握して、重点化を図りながら整備することが求められている。

以上のことより、当初決定されてから長期間未実施の状態になっている都市計

画道路について再検討する必要性があると考えられた。このため、平成１７年３

月に岡山県が策定した「岡山県都市計画道路見直しガイドライン」を基本として、

笠岡市独自の見直しのための検討を行ったものである。

検証の対象は、笠岡市の都市計画道路２０路線のうち、未着手区間（概成済み

区間、未改良区間）を含む１１路線とした。改良済区間（未改良用地取得済区間

を含む）と事業中区間は対象外としている。また、岡山県見直しガイドラインを

参考に、笠岡市都市計画マスタープランなどの上位計画に位置づけられており、

今後のまちづくりにとって重要度が高い路線は対象外としている。



検証の視点としては、

・ 上位計画との整合

・ 計画決定時からの必要性の変化（将来交通需要等の変化）

・ 既存道路の活用（代替機能を有する道路の有無）

・ 市街地形成機能（防災、景観、環境、歴史、文化等の面からの効果）

・ 事業実現性（沿道の地形、土地利用状況や実現するための費用）

などを用いて行い、次の見直し検討フローに沿って実施することとする。

各段階において、評価カルテ①②③及びチェックシートを作成し、考え方や方

向性の整理を行いながら次の段階へ進めている。

２ 調査フロー

都市計画道路見直しフローチャート

１．計 画 準 備

２．現状及び課題の把握

（１）基礎データ収集整理
・社会経済指標（地区別人口 他）
・交通指標（センサス交通量、公共交通 他）
・土地利用状況（重要施設配置、都市計画 他）
・都市計画道路に関するデータ
・上位関連計画

（２）交通量調査（センサスデータの補完）

３．見直し検討路線の選定

４．将来交通需要からみた評価

１）交通量配分モデルの作成
２）将来交通量推計
３）将来交通需要からみた必要車線数の評価

７．見直し素案の作成

８．都市計画道路網再編案の作成

【岡山県】
都市計画道路
見直しガイドライン

岡山県将来
交通量推計

（Ｈ１７／Ｈ４２推計）

（１）見直し路線の選定
（２）見直し様式：評価カルテ①の作成

（１）見直し案の検討
見直し様式：評価カルテ③の作成

（２）ネットワーク妥当性の検証

（１）見直しの方向性（存続，変更，廃止）
（２）見直し様式：評価カルテ②の作成

６．見直し検討路線の評価

１）評価指標の整理
２）まちづくりからみた必要性、実現性の評価

見直し様式：チェックシートの作成

５．まちづくりからみた評価

都市計画道路見直しフローチャート

１．計 画 準 備

２．現状及び課題の把握

（１）基礎データ収集整理
・社会経済指標（地区別人口 他）
・交通指標（センサス交通量、公共交通 他）
・土地利用状況（重要施設配置、都市計画 他）
・都市計画道路に関するデータ
・上位関連計画

（２）交通量調査（センサスデータの補完）

２．現状及び課題の把握

（１）基礎データ収集整理
・社会経済指標（地区別人口 他）
・交通指標（センサス交通量、公共交通 他）
・土地利用状況（重要施設配置、都市計画 他）
・都市計画道路に関するデータ
・上位関連計画

（２）交通量調査（センサスデータの補完）

３．見直し検討路線の選定

４．将来交通需要からみた評価

１）交通量配分モデルの作成
２）将来交通量推計
３）将来交通需要からみた必要車線数の評価

４．将来交通需要からみた評価

１）交通量配分モデルの作成
２）将来交通量推計
３）将来交通需要からみた必要車線数の評価

７．見直し素案の作成

８．都市計画道路網再編案の作成

【岡山県】
都市計画道路
見直しガイドライン

岡山県将来
交通量推計

（Ｈ１７／Ｈ４２推計）

（１）見直し路線の選定
（２）見直し様式：評価カルテ①の作成

（１）見直し案の検討
見直し様式：評価カルテ③の作成

（２）ネットワーク妥当性の検証

（１）見直しの方向性（存続，変更，廃止）
（２）見直し様式：評価カルテ②の作成

６．見直し検討路線の評価

１）評価指標の整理
２）まちづくりからみた必要性、実現性の評価

見直し様式：チェックシートの作成

５．まちづくりからみた評価

１）評価指標の整理
２）まちづくりからみた必要性、実現性の評価

見直し様式：チェックシートの作成

５．まちづくりからみた評価



３ 調査圏域図

笠岡市は笠岡都市計画区域として単独の都市計画区域である。（昭和46年9月3日）

昭和47年に区域区分を導入していたが、社会状況の変化等から平成21年4月に区域

区分を廃止し、非線引き都市計画区域となった。旧市街化区域には従来通り用途地

域が指定されており、旧市街化調整区域には区域区分廃止とともに特定用途制限地

域が導入されている。

　　　　　　　調査区域（笠岡都市計画区域）



（様式－３ｂ 調査成果）

４ 調査成果

●選定条件の整理

見直し検討路線は、｢岡山県都市計画道路見直しガイドライン 平成17年3月

岡山県｣を参考に、以下に示す条件に該当する路線とする。

見直し検討路線の選定条件

都市計画決定(当初決定)から30年以上※経過している未整備の

都市計画道路で、今後も具体的な整備予定がない路線 ※平成22年3月時点

●見直し検討路線選定結果

なお、(都)八軒屋浜田線については、当初決定から30年経過していないが、ネットワー

クを構成する(都)笠岡駅今井線と合わせて見直す必要があるため対象としている。



●評価カルテ①の作成

路線の概要、当初都市計画決定の目

的、経緯、決定されてからの期間等に

ついて、過去の資料から整理を行う。

また、岡山県区域マスタープランや

笠岡市都市計画マスタープランへの位

置づけを整理することで、見直し検討

区間を選定する。

当初都市計画決定後３０年未満、ま

たは未整備区間が事業中（予定あり）

に該当しない路線については、検討路

線として引き続きカルテ②に作業を進

める。

●将来交通量需要からみた評価

将来の路線の混雑度、断面の混雑度といった将来交通需要からみた評価を行う。評

価は交通量配分手法を用いて将来道路網をもとに推計した平成４２年交通量を用い

る。

１）将来交通量推計

現況交通量を再現するため平成１７年ＯＤ表を作成し、平成１７年センサス及び本

調査で実施した交通量調査結果と現況配分交通量の比較を行い、現況再現性の検証を

行った。また、将来交通量推計のため、平成４２年ＯＤ表を作成した。

なお、各ＯＤ表の作成にあたっては、「岡山県将来交通量推計担当者会議資料」で

作成されているＨ１７センサスベースＯＤ表を用いており、笠岡市内分については、

集落からの交通の動きを考慮する必要があるため、道路ネットワーク等を勘案し、人

口指標によりさらに細かくゾーン分割を行い作成している。

２）将来交通需要からみた必要車線数の検討

前項で推計した将来交通量と設定した交通容量をもとに算定した各道路の混雑度

と断面混雑度より各見直し検討区間の必要車線数を検討する。



(※1)：混雑度1.25未満とは

1.00未満：昼間12時間を通して、道路が混雑すること

なく、円滑に走行できる。

1.00～1.25：昼間12時間のうち道路が混雑する可能性の

ある時間帯が1～2時間(ピーク時間)ある。

何時間も混雑が連続する可能性は非常に低

い。

本検討では、各道路単独の混雑度については、他の道路

への転換や混雑の度合い等を考慮して、1.25までは許容

できる範囲とする。

(※2)：断面混雑度1.00以上とは、

各道路単独の混雑度の許容値は1.25としたが、断面混

雑度の基準を1.25とすると、極端に混雑した道路や全て

の道路で混雑している状況を許容することになり、断面

受給バランス上望ましくないと考えられることから、断

面混雑度は断面トータルで混雑のない状況である1.00を

許容値とする。

●まちづくりからみた評価

まちづくりに関連する定量的、定性的な評価項目を設定して各路線の評価を行う。

１）評価項目の整理

・必要性の評価項目 ・事業妥当性の評価項目

 

NoYes

断面混雑度1.00未満

見直し検討区間の
車線数→増

見直し検討区間の車線数を減じた場合
断面混雑度が1.00未満となる。

見直し検討区間の
車線数→増減なし

見直し検討区間の
車線数→減

Yes

NoYes

Yes

No計画車線数に達していない
見直し検討区間の混雑度1.25未満

車線数を変更した
見直し検討区間がない

No

・全ての断面の検討

結果がフローの｢検討
対象道の車線数→増
減なし｣となる場合

各区間の必要車線数

車線数を変更して
交通量推計

H42将来推計交通量 (H42フルネット)

各断面(Ａ～Ｆ)で行う。



２）まちづくりからみた評価（「チェックシート」）

チェックシートを用いて各区間のまちづくりの視点からみた必要性及び事業の妥

当性を評価する。

●見直し対象路線の評価

「将来交通需要からみた評価」と「まちづくりからみた評価」に基づき、見直し検

討路線について見直しの必要性及び方向性の評価を行う。

・評価カルテ②の作成



●見直し案の作成

１）見直し案の検討（評価カルテ③の作成）

見直し必要路線について、代替機能の検討を行い、見直しの方向性を検証、再

評価する。また、その結果を受けた見直し案を検討するとともに、機能保持に必

要な代替案についても検討する。

２）ネットワークの妥当性の検証

見直し案を反映した再編道路について、将来交通量推計により、ネットワーク

の妥当性を検証する。検証の結果、下記により妥当と判断した。

・全ての検討断面で混雑度は1.00未満となるため、将来交通需要に対応した路

線配置といえる。

・路線で見た場合も全ての路線で混雑度が1.00未満となる

５ 今後の予定

調査結果を用いて都市計画変更の素案を作成し、素案を用いてパブリックコメント

及び市民説明会を実施することができた。今後、都市計画変更の原案を作成し、都市

計画法上の変更手続きを順次実施いくこととしている。


